
関
西
大
学
考
古
学
資
料
瓦
経
片
の
復
原

関
西
大
学
所
蔵
の
考
古
学
資
料
で
あ
る
瓦
経
片
に
つ
い
て
復
原

を
試
み
た
結
果
に
つ
い
て
、
先
き
に
『
史
泉
』
第
五
二
号
（
昭
和

五
十
三
年
二
月
十
日
発
行
）
に
記
述
し
た
。

そ
の
う
ち
④
に
挙
げ
た
「
大
毘
慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻

第
二
「
普
通
真
言
蔵
品
第
四
」
の
破
片
に
つ
い
て
、
最
近
、
愛
知

県
碧
南
市
鷲
林
町
在
住
の
水
野
孝
夫
氏
所
蔵
瓦
経
片
の
呈
示
を
う

け
、
こ
れ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
以
下
述
べ
る
よ
う
な
こ
と
が
判
明

し
た
の
で
補
記
と
し
た
い
。

水
野
氏
所
蔵
の
瓦
経
片
の
表
面
に

…
…
…
口
慧
箕
言
曰

南
慶
―
一
曼
多
勃
駄
…
…
…
…

地
蔵
旗
慎
言
日

気
列
我
ほ
双
爪
口
…
…
…
•
•
•

賓
虐
員
言
…
…
…
…
…
…
•
•
•

南
麿
三
…
…
…
…
…
…
…
…

賓
手
…
…
…
…
…
…
…
…
…

南
摩
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

と
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
裏
面
に

持
地
□
•
…
…
•
•
…
…
…
…
…

南
摩
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•

復
次
損
：
·
…
…
•
…
…
…
…
•
•

南
麿
三
曼
多
口
…
…
…
…
…

賓
印
手
員
言
日

南
庶
三
曼
多
勃
駄
：
…
…
…
…
…
•

堅
固
意
員
言

ロ
□三
曼
多
勃
駄

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
大
日
経
』
の
「
普
通
侃
言
品
蔵
第
四
」
で
あ

る
が
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
と
同
定
し
、
復
原
す
れ
ば
次
の
よ

う
に
な
る
。

〔
表
〕
除
一
切
熱
悩
員
言
日

南
麿
三
曼
多
勃
駄
哺
1

綸

不
思
議
慧
真
日

網 補
記

干

善

敦
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南
麿
三
曼
多
勃
駄
哺
ー
汚

地
蔵
旗
員
言

宝
虞
員
言
日

南
底
三
曼
多
勃
哺
一
難
上

宝
手
員
言
曰

南
底
一
ー
一
曼
多
勃
駄
哺
冦
)

〔
裏
〕
持
地
員
言
日

南
底
三
曼
多
勃
駄
哺
一
喰

復
次
員
言
日

塁
―
-
＿
曼
多
勃
駄
吼
髭
鱈
[

宝
印
手
員
言
曰

塁
―
―
一
曼
多
勃
駄
哺
豆
噂

堅
内
意
員
言
日

南
庶
三
曼
多
勃
駄
哺
丘
螂

先
ず
、
こ
の
瓦
経
片
は
、
関
西
大
学
蔵
の
瓦
経
片
に
連
る
こ
と

が
わ
か
る
。

第
二
点
は
、
関
西
大
学
蔵
の
破
片
を
復
原
し
た
際
、
文
字
の
判

す
列
我
ほ
双
爪
口

読
で
き
る
と
こ
ろ
が
二
字
し
か
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
一
応
表

裏
を
決
め
て
考
察
し
た
が
、
そ
の
際
に
結
論
と
し
て
「
以
上
の
よ

う
な
次
第
で
、
こ
の
瓦
経
ほ
ど
う
に
も
不
合
理
な
点
を
も
っ
て
い

る
」
と
の
疑
問
を
の
こ
し
て
お
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
水
野
氏
蔵
の

瓦
経
片
に
よ
っ
て
表
裏
を
反
対
に
す
れ
ば
よ
い
こ
と
が
判
明
し

た
。
す
な
わ
ち
「
縦
」
は

除
一
切
熱
悩
員
言
日

南
麿
三
曼
多
勃
駄
哺
云
皿

と
な
る
。
こ
の
場
合
次
の
「
地
蔵
旗
箕
言
日
」
と
「
悉
曇
」
の
部

分
は
経
典
に
は
な
い
。
ま
た
「
敲
」
は

堅
内
意
員
言
日

南
際
三
曼
多
勃
駄
哺
丘
駆

と
な
る
。

次
に
各
地
の
『
蘇
悉
地
獨
羅
』
の
破
片
の
資
料
が
増
加
し
、
同

定
し
て
み
る
と
、
「
別
本
一
」
の
書
写
よ
り
も
「
別
本
二
」
に
よ

る
書
写
が
多
い
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
「
関
西
大

学
考
古
学
資
料
瓦
経
片
の
復
原
」
の
「
そ
の
一
」
に
相
当
す
る

『
日
本
文
化
史
論
叢
』
に
挙
げ
た
④
の
資
料
は
「
別
本
二
」
の

『
巻
下
』
「
経
光
物
品
第
一
二
十
四
」
、
⑤
は
『
巻
中
』
の
「
補
闘

少
法
品
第
十
五
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
瓦
経
に
み
ら
れ
る
文

字
の
部
分
は
「
別
本
一
」
も
「
別
本
二
」
も
同
文
で
あ
る
。
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